
日本英語教育史研究会設立趣意書 

 

我が国の近代化に重要な役割を果した英学を研究するために日本英学

史学会が設立されて 20 年経過しました。この間会員諸氏の不断の努力に

より、文学・翻訳・科学・教育・宗教・政治経済・人物など英学史全般に

わたり、史資料の収集および研究が重ねられ、相当の業績が積まれてきま

した。そして英学史学は独立の研究分野として確立し，いまやその研究業

績は他の分野の期待するところとなっています。 

ところでひとつの学問分野が一定の水準に達すれば，その学問は必然的

にいくつかの専門分野に細分されます。英学史研究のうち殊に英語教育の

歴史に関心をもつ我々が，同学の士を集めて，「日本英語教育史研究会」

を設けようとする理由もここにあります。 

幸いにもこれまでの英学史研究の成果のなかに数多くの英語教育史関

係の業績があります。我々はこれらを土台として英語教育の史的研究を進

め、英語教育に関する認識を深めるとともに，英語教育の発展に寄与しよ

うとするものです。 

英語教育史に関心をもつ方々の参加を希望します。 

1984年 12月 8日 
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